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社員第一主義を
実現するための健康管理体制

2020年2月18日
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❐ 自己紹介

国際自動車株式会社

専務取締役 渡邉 啓幸
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❐ 経営方針

安全を確保するには、社員の健康管理が重要
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社員は最も大切な財（たから）の存在

人材 → 人財(ホスピタリティに挑戦できる社員)

社員第一主義（ES）
“社員とその家族の幸せ“

お客さま第一主義
(CS)

×

❐ なぜ健康経営が必要か①

社員とそのご家族
の健康を守るため
には健康経営が
必要不可欠
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・東京法人タクシードライバーの

平均年齢：58.2歳

・km タクシードライバーの

平均年齢：50.7歳

ドライバーの高齢化

❐ なぜ健康経営が必要か②
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2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度（予定）

女性（147名）

男性（781名）

43名

116名 111名

84名

143名
155名

124名
137名

❐ なぜ健康経営が必要か③

大学新卒者採用実績

新卒・女性採用の増加
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長期雇用を前提とした時、

❐ なぜ健康経営が必要か④

社員の健康管理体制の構築が

最重要である
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❐ 国際自動車の健康管理体制

非常勤産業医5名・看護職2名

＊健康管理対策 プラン作成
＊健康診断結果の分析
＊産業医面接

復職時
休職中
長時間労働
健康相談

＊健康通信の発行
＊ストレスチェック結果の分析事務所・営業所

＊出庫前の体調確認や血圧測定
＊通院・治療継続の確認
＊健康診断の実施
＊再検査受診の確認
＊産業医・健康保険組合との連携
＊残業時間の管理
＊睡眠状況の確認
＊休職者・復職者の管理

国際自動車株式会社

＊健康診断の実施

＊再検査該当者の受診率向上

＊入社時健康診断の活用

＊受動喫煙防止策の徹底

＊喫煙率の低減

＊長時間残業者の低減

＊メンタルヘルス対策の実施

＊ストレスチェック

＊インフルエンザ予防接種

社員

健康管理

室

営業所
事務所

健康保険組合

健康保健組合
＊がん検診
○前立腺がん ○大腸がん ○子宮頸がん
＊禁煙キャンペーン

自分の健康は自分で守る

＊生活習慣を整える
＊体調を整える
＊治療を継続する
＊健康診断を受診（義務）

【産業医】
専属産業医 3名 嘱託産業医 2名
5名で50人以上の事業所を訪問する。

精神科1名 内科1名 外科2名
神経内科1名
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フェーズ１ 健康意識の醸成

1.マスタープランの策定

2.体制づくり
①健康管理室の設置
②産業医体制の充実
③安全衛生サポーター制度
の創出

3. 健康関連メニューの充実

フェーズ２ 自発的な健康管理

1.禁煙促進宣言

2.禁煙促進
①計画の策定、実施
②オンライン型禁煙支援

の提供

3.健康関連アプリの活用

❐ 健康管理体制強化の取り組み①

今まで取り組んできたこと これからの取り組み
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❐ フェーズ１ マスタープランの策定①（2019.04）

社長が中央安全委員会の
委員長、
労使役員がメンバー
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計画目標：疾病等による長期欠勤者の低減及び健康起因事故 ゼロ

＜計画を実現するための具体的目標＞

・定期健康診断の要再検査対象者の受診率向上
・入社時健康診断の活用
・受動喫煙防止対策の徹底及び喫煙率低減
・長時間残業者の低減
・メンタルヘルス対策の実施

❐ フェーズ１ マスタープランの策定②
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・事業所管理者が相談しやすい

・産業医と社員の接点

・会社の特色に合った健康通信の発行

～健康通信～

❐ フェーズ１ ①健康管理室の設置
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・内科・外科・精神科等の産業医と契約

・法定以外に、専門医への照会体制

・事業所巡視の実質性向上

・復職面談の実施

❐ フェーズ１ ②産業医体制の充実
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安全衛生サポーターとは…

事業所の健康意識を高め、また、安全管理者及び衛生管理者の業務を補佐

29人の安全衛生サポーター29名（2020.01）を選任

・内勤スタッフの健康に関する知識向上

・健診後の確認（有所見者）の追跡

・新入社員の健康のケア

❐ フェーズ１ ③安全衛生サポーター制度の創設
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健康診断（受診当日）

個人結果票配布（約1か月後）

再検査を受
ける

異常なし
治療中

再検査勧を
める

労災二次健
康診断

当日 血圧のパニック値
約10日後 血圧以外のパニック値

胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ/貧血/尿酸/肝臓
/腎臓/眼底/尿/その他

脂質/血圧
血糖/心電図

受診結果報告期日を決めて、個人結果票を渡して下さい

産業医による就業判定（約３か月後）

『就業判定とは』労働者の健康被害防止のために
医師の意見を聞くことです 労働安全衛生法66条の4

勤務を休む
必要がある

通常勤務
可能

勤務制限の
必要がある

産業医の意見を参考に働き方を検討する

（例）
・ 隔日勤務から日勤に変更
・ 受診し、結果が出るまで乗務停止
・ 出庫前に血圧測定 （出庫停止の血圧値を決めておく）

・ 毎月通院を確認する（お薬手帳など）

・ 次回の受診の検査結果を提出し産業医に相談

健康管理や

点呼に活かす

・定期的な通院
・悪化予防
・健康状態の改善

健康管理の成果を確認

❐健康診断後の管理
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若年層（25歳、30歳）

の成人病検診の義務化
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❐ フェーズ１ 健康管理メニューの充実①
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社外カウンセリング窓口の設置

⇒会社を通さず、悩みを相談

❐ フェーズ１ 健康管理メニューの充実②
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介護相談窓口の設置

⇒心配事を減らし業務に集中

❐ フェーズ１ 健康管理メニューの充実③
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緑内障簡易検査の実施

⇒社員同士で簡易チェック

早期の気付きへ

❐ フェーズ１ 健康管理メニューの充実④



20

全社員の健康への意識が向上した

・再検査対象者率の減少⇒2018年度39％が2019年度が37％へ向上

・再検査対象者の受診率 ⇒約90％

健康管理の取り組みによって

❐ フェーズ１の実施における結果

・従業員の健康管理を経営的な視点で考え、
戦略的に取り組んでいる健康経営優良法人
に2018と2019（ホワイト500）に2年連続
認定

・日本政策投資銀行より「ＤＢＪ健康経営格
付」にて「従業員の健康配慮への取り組みが
特に優れている」として2018年4月に旅客運
送事業者として初めて「Ａランク」の格付け
を取得
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ただし、まだ問題が…

(1)喫煙率の高さ

(2)基礎疾患保持者の入社

(3)その他

❐ これからの課題（フェーズ２）
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フェーズ２ 自発的な健康管理

1.禁煙促進宣言

2.禁煙促進
①計画の策定、実施
②オンライン型禁煙支援の
提供

3.健康関連アプリの活用

フェーズ１ 健康意識の醸成

1.マスタープランの策定

2.体制づくり
①健康管理室の設置
②産業医体制の充実
③安全衛生サポーター制度
の創出

3. 健康関連メニューの充実

これからの取り組み

❐ これからの取り組み

今まで取り組んできたこと
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kmグループ禁煙宣言（2019年5月30日 世界禁煙デー）

１.kmグループ全体の喫煙率の半減
2025年までに喫煙率20％達成を目標

２.各事業所における喫煙率の低減
各年 前年より5％減を目標

３.禁煙推進プログラムの推進
2019年度に中央安全衛生委員会で検討及び決定

❐ フェーズ２ 禁煙促進宣言
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❐ フェーズ２ 当社の喫煙状況①
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❐ フェーズ２ 当社の喫煙状況②
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・ルールブック作成
⇒休憩時間以外喫煙不可

・喫煙施設の削減
・各事業部の取組む

禁煙ルールブック（案）

❐ フェーズ２ ①計画の策定、実施
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・「アスキュア」の提供
乗務社員に無理のない方法

「アスキュア」とは…
従来の禁煙外来・禁煙プログラムが
持つ課題に対し、完全オンラインで
完結する利便性を追求した新しい
禁煙体験を提供

❐ フェーズ２ ②オンライン型禁煙支援の提供

アスキュア
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❐ フェーズ２ 健康アプリの活用

グッピーヘルスケア・「グッピーヘルスケア」健康管理アプリ
社員の自主的な健康管理の補助ツール

「グッピーヘルスケア」とは…
健康に過ごすために日々の活動を記録する
健康アプリ
食事や体重の記録、歩数計、エクササイズ
動画など無料で利用
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❐ まとめ①

＝
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❐ まとめ②


